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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

の1人あたりの年間消費量が、
昭和37年度をピークに、減少に
歯止めがきかない。食物アレル

ギーの増加も問題視される中、兵庫県学
校給食・食育支援センターは、米食を中心
とした日本型食生活の大切さを伝えるた
めに2009年度から「ごはん塾」を県内の
小学校で開催している。

　かまど炊飯体験で
　食の大切さを学ぶ

　かまど炊飯体験と試食や、保護者対象
の食育講義を行い、ごはん食の素晴らしさ
等を学ぶごはん塾。今年度は県下の小中
学校7カ所で実施される。9月に第1回目が
芦屋市の精道小学校で実施された。3年
生が火おこしや薪割り、米研ぎなどを行い、
かまど炊飯を楽しく体験。給食時の試食で
は、羽釜の蓋を開けた瞬間に歓声が上が

った。炊きたてのご飯を食べた児童たちは
「いつもよりモチモチしてる」とおかわりし、
ごはんのおいしさを再発見したようだ。

　子どもの成長に関わる
　食を見直すきっかけに

　別室では、保護者に向けて神戸大学
名誉教授の保田茂先生による講義が行
われた。保田先生は、アレルギーのほか鬱
病や引きこもりが急増していることに触れ、
その原因が、腸内の乳酸菌によって作ら
れる脳内物質の減少にある
と説明。乳酸菌を増やす米

や野菜、豆類や魚などの和食の重要性を
説いた。また、食への関心と自立心を養う
ため、子どもの家事分担の有効性を提
案。「食事と子どもの幸せには深い関係
があることを少しでも知ってほしい」と話す。
保護者からは「和食が理にかなった食事
だと分かった」「早速今日から家事分担さ
せます」という前向きな声が聞かれた。

米

　神戸市は、「ヤフー株式会社」と災害協
定を結び、同社が提供するアプリ「Yahoo！
防災速報」内の『自治体からの緊急情
報』への配信を11月から開始した。アプリ
をダウンロードするか、メールアドレスを登
録すると、神戸市の防災緊急情報が受信
できる。配信内容は、避難準備情報や避
難勧告の発令・解除、避難所情報や台風
接近時の注意喚起、防災訓練のお知ら
せなどだ。県下では他に豊岡市と播磨町

宮市教育委員会では、学校
給食において、児童・生徒ご
とのアレルゲンを含んだ献立

がひと目で見分けのつくシステムを開発
した。10月から一部の小中学校で、現行
の手書きのリストと並行して試験運用を
始めている。思い込みや見落としなどか
らくる事故を防ぎ、保護者や教職員の負
担軽減を図るためだ。現在は、保護者
が毎月、一覧表をもとに加工食品を含め

たすべての食材についてアレルゲンの
有無を確認し、献立チェック表に「○」
や「×」などを記入して学校へ提出。学
校は、提出された献立チェック表に記入
漏れなどがないかを確認したうえで給
食を出している。今後はシステムの調整
を図り、来年度中に市内全ての小中学
校と特別支援学校への導入を目指すと
いう。

西

食物アレルギーから子どもたちを守る
給食のアレルギー自動チェックシステム導入

事業所内保育所とは：企業内または近辺に設置さ
れた従業員向けの認可保育事業。地域の子どもを受
け入れることもできる。

企業主導型保育事業とは：企業が従業員向けに
設置・運営を行う保育サービスを支援する国の事業。
認可保育施設並みの助成金も適用される。

TOPICS

ごはん食のすすめ
かまどで「ごはん塾」開催

【米の年間１人あたり消費量の推移】

農林水産省「食料需給表」をもとに作成。
注：1人1年当たり供給量

釜は重く、薪は堅い。火を起こせば煙のにおいに鼻を
つまみ、ごはんが炊き上がってくると香りで気づく。五
感を使った学習体験。

学校、市教委、栄養教諭それぞれが必要な情報をシステ
ムに入力すると、食べられない食材に網掛けされた各児
童・生徒のアレルギー献立チェック表が出力される。毎月
1カ月分の食材を一つひとつチェックしなければならなか
った保護者の負担は相当軽減される。

アプリをダウンロードし、位
置情報などを入れると行
政からの「お知らせ」が表
示される。

話し手、聞き手、第三者に分かれて行うロールプレイ研修。この日の設定は「60代女性が話す夫の愚痴」について。一通り終わった後はそ
れぞれの目線から意見を交換を行う。

上）「３、２、１」とカウントダウンし、蓋が開くと「うわぁ～」と
歓声が。下）「おこげちょうだい～」とおかわりの列ができ
た。汗をかいて自分たちで炊き上げたごはんは格別！

兵庫農漁村社会研究所理事長
神戸大学名誉教授　保田茂先生
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西宮市の給食献立アレルギー自動チェックシステムの仕組み

学校

栄養教諭

児童・生徒のアレルギー情報を入力

献立を作成

▲児童・生徒ごとのアレルギー献立チェック表

市教委
原材料の情報を入力

点灯時間 ： 月曜～木曜 18時頃～21時半
　　　　　 金曜 18時頃～22時　土曜 17時頃～22時
　　　　　 日曜 17時頃～21時半
※混雑状況により、点灯時間は繰り上げられることがある。
※土日は混雑が予想されるので、平日がおすすめ。
※荒天時は、点灯を見合わせる場合もある。
開催場所：旧外国人居留地および東遊園地
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屋市のふるさと納税の返礼
品は芦屋ブランドを活かした
食材が中心だが、シルバー人

材センター「傾聴グループはつらつコー
ル」のメンバーが取り組む「傾聴」が今
春から加わることとなった。「傾聴」とは
相手が話したいこと、伝えたいことを真
摯に“聴く”行為や技法のこと。ボラン
ティアとして全国でも行われているが、
事業として活動しているのは芦屋市だ
け。そこで「傾聴をサービスにしては」と
いう声から導入が決まった。無形のサー

ビスが返礼品に導入される例は他の市
町村にも無く、全国的にも珍しい取り組
みのようだ。納税額によりサービス時間
が変わり、3万円で1時間が2回、5万円
で2時間が2回となる。
　同グループは60～80代のメンバーが
20人以上が所属。「高齢者が高齢者を
支える」をコンセプトに、研修やテストを
クリアしたプロが自宅や介護施設を訪
れ、高齢者の話に耳を傾けている。返礼
品に加わったことで「傾聴」の注目が上
がり、「メンバーに参加したい」という問
合せも増えたという。返礼品としての依
頼はまだ無いが、今後の動向に注目し
ていきたい。

芦

芦屋市ふるさと納税の
返礼品に

「傾聴」が加わる

　神戸市
　中央区・灘区・東灘区では
　特に待機児童が増加

戸市では、今年度の待機児童
は59人、入所できなかった実質
的な児童は745人だった。待機

児童が531人とピークだった2012年以降、
整備を加速させ、今年までに定員を5400人
分拡大してきた。しかし、新築マンションの
増加によって中央区、灘区、東灘区に保育
ニーズが集中し、入所申し込みは増加傾向
にある。
　一方で、同市には私立幼稚園が多く、
2013年の神戸市の調査によると、幼児教育
を受けさせたいと考える保護者も多い。私
立幼稚園の認定こども園への移行を進め
ることで保育と教育のマッチングを図るとと
もに待機児童の解消に努めており、97園あ
った私立幼稚園のうち来年4月時点で29園
が移行し、他市に比べ進んでいる。
　そのうちの１園、塩原学園幼稚園（中央
区）は、毎年定員を超える応募がある園。
1949年の創設以来、幼児教育に誇りを持
って運営してきたが、今年４月幼保連携型
の認定こども園に移行した。震災後廃校に

なった同園運営の専門学校の土地活用と
少子化の将来などを鑑み、移行を決断した
という。50年以上勤める園長は「最初は戸
惑いもありましたが、働くお母さんにとって
も、助かる園になっていると思います」と時
代の変化を寛容に受け入れている。

　神戸市
　認定こども園移行を軸に
　新たな認可事業も追加

童数自体はこの10年で約6,000
人減少しており、今後も減少が
続くと予想されている。そのた

め、行政は、整備が過剰にならないよう配
慮しつつ、マンション建設などによりニーズ
が増加しているエリアについては、新設や
増設についても検討を進めている。また、
私立幼稚園を有効活用できるこども園移
行の推進に力を入れており、移行した園に
は施設改修費用補助などのサポートを行っ
ている。
　昨年度からは、新たな認可事業として

「事業所内保育事業」を実施。今年度中
の開設も含めると12の認可施設があり、従
業員の子どもだけでなく地域の子どもも利
用できる体制を整えている。また、個人が
自宅などで少人数の0歳児を預かる「家
庭的保育事業」も認可事業として新たに
追加となっている。

　西宮市
　急増する保育ニーズに
　追いつかない整備

宮市の今年度の待機児童は
昨年より107人増の183人、入
所できなかった児童は200人増

の636人だった。同市の調査によると、児
童数は2006年をピークに減少傾向にある
が、保育ニーズはほぼ倍に。毎年保育所
の新設や定員拡大を行ってはいるもの
の、保育需要の伸びがそれ以上に大きく、
保育施設を作っても追いつかないという
状況だ。市は3年で約1,500人の受け入れ
枠確保が必要と認識している。2歳児まで
を受け入れる小規模保育施設の新設は
進んでいるが、3歳で行き場をなくす恐れ
もあり、問題は深刻だ。

　西宮市
　駅近や公園内の
　保育所整備を検討

後は国家戦略特区の制度を活
用し、久保町にある久保公園内
に民間の認可保育所を新設予

定で、2018年の開設を目指している。駅近く
の保育所まで車で通って駐車し、そこから

出勤する「パーク＆ライド方式」の保育所整
備も検討している。また、国が保育所用地
に対する相続税等を軽減する方向で検討
を進めており、民有地を利用した保育所の
整備についても推進したい考えだ。
　一方で、私立幼稚園のこども園移行は足
踏み状態にある。歴史ある幼稚園が多く、保
育への理解が得られにくいためだ。同市で
は、保育所に申し込んだ結果、入所できず私
立幼稚園を利用する保護者に対し、預かり
保育を上限8,000円で利用できるよう補助金
を出し保護者負担を軽減している。

　芦屋市
　保育所新設が難しい
　芦屋市の地域事情

屋市では、今年度の待機児童
は58人、入所できなかった児童
は109人だった。毎年整備をして

も入所できない児童数はほぼ横ばいで、
保育ニーズは増えている。同市には古くか
ら閑静な住宅地が多く、新設するにも地
域住民の同意が得られにくいという地域
事情がある。今年の8月には私立の認可
保育園を新設予定だったが、騒音や送り
迎えの駐車が増えるとの懸念から住民の
反対を受けるなどによって中止になってい
る。同市の担当者は「まとまった土地の確
保は難しい。0～2歳の小規模保育施設で
あれば比較的スピーディーに整備ができま
すが、3歳で行き場をなくさないために、ま
ずは3歳児の受け入れ枠とのバランスを見
ながらの整備が必要です」と話す。

　芦屋市
　市有地を活用した整備

年度は、今年3月に廃園となった
市立浜風幼稚園の跡地に、0～
2歳までを受け入れる保育園を

開設し、2018年には、0～5歳児を受け入れ
る定員200名規模の認定こども園として拡
大する。南芦屋浜地区にも同規模程度の
こども園が開園予定となっている。また、高
浜町にある市有地では、6団地を建て替え
る事業が進んでおり、この敷地内に企業主
導型の保育所が新設予定となっている。こ
のように現在は、市有地や幼稚園跡地とい
った、地域に理解が得られやすい土地での
整備が主に進んでいる。同市では「地域で
子どもを育てるという、温かく見守る気持ち
を持ってほしい」と保育施設の新設への理
解を呼びかけている。

厚生労働省が定義する「待機児童」とは、申し込みをしたにも関わらず定員超過な
どで保育所に入れなかった児童を指す。しかし、保護者が育児休業中の場合や、
特定園を希望したために入所できなかった児童はこの数に含まれない。「実態を
反映していない」との指摘も多く、厚労省では今後定義の見直しを検討している。

解消なるか!? 増え続ける
神戸、西宮、芦屋の待機児童
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保育所の待機児童の増加が全国で問題となっている。その背景には、2015年4月に「子ども・子育て支援新制度」により保育
所利用の要件が緩和されたことや、国が掲げる「1億総活躍社会」の後押しから、産後早い段階で社会復帰を望む女性が増え
ていることがある。神戸市・西宮市・芦屋市でも、保育ニーズはここ10年ほどで大幅に上昇している。待機の解消に向け、各市は
どのような取り組みを行っているのだろうか。

待機児童
の定義

利用保留児童数の推移（4月時点） 折れ線グラフは利用保留児童数の推移
利用保留児童とは…保育申し込みをしたが入所できなかった児童のこと

保護者が働いている、いないに関
わらず、就学前の子どもの教育と保
育、子育て支援を一体的に行う施
設のこと。対象年齢は施設による。

認定
こども園
とは

◀３月にできたばかりの新園舎。園児127名中24名が
いわゆる保育園児（取材時）。幼稚園児のお帰りの時
間までは共に過ごす。

◀ 久 保 公
園、通称“交
通公園”。奥
に見える交
通 館（ 閉 鎖
中 ）を保 育
所用地にす
る予定。

来

◀芦屋市の南部
にある旧市立浜
風 幼 稚 園 の 跡
地。

◀南 芦 屋 浜 地
区、涼風町に認
定こども園を建設
予定の市有地。
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［問い合わせ］
傾聴グループはつらつコール　
0797-32-1414

　神戸ルミナリエ組織委員会は10月17日、昨
年の「第21回ルミナリエ」の決算が2,000万円
の黒字になったと発表した。警備費の削減、
日数とコースを短縮したことで実現した数字
だ。今年度の繰越し金にあて、同委員会事務
局は今年の開催を決定した。しかし今年度の
財政は厳しく、会場での｢一人100円｣募金の
呼びかけを積極的に行うと発表した。期間は
12月2日（金）～11日（日）と昨年に続き10日間
の開催。テーマは「光の叙情詩」とした。

神戸ルミナリエ今年も開催
会場で100円募金の協力を呼びかけ

神戸市「Yahoo! 防災速報」
アプリで配信開始

©Kobe Luminarie O.C.

が配信を開始
した（11月10日
現在）。




